
京都支部 秋の文化的行事の報告（2017 年 10 月 14 日実施済） 

 
会場となったラウンジに金屏風で仕切られた寄席が設えられた。子供連れの家族の姿だけでなく、

大学生や先輩卒業生まで、５０名が参加した。司会者から、講師の小夜姫さんが英語落語の薫陶を

強く受けた山本先生とは、実は F.G.C.の大先輩であるとの紹介があり、浅からぬ縁に、親近感が深

まった。 

 
 始めに、落語の歴史について、また小道具を身振り手振り、英語でわかりやすく解説した。演目

「時うどん」では、英語の中に小刻みよく日本語を取り混ぜた巧みな話術に、子供たちからも笑い

声が絶えない、和やかな雰囲気に包まれていた。 

 
 ワークショップでは、参加者を高座の座らせ、掛け合いのおかしさに、爆笑するやら、感心する

やらで、時を忘れて、小夜姫落語の世界に浸っていた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


